
は
じ
め
に

本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
に
財
務
省
よ
り
移
管
さ
れ
た
戦
前
期
大
蔵
省
の
行
政
文
書
、

と
り
わ
け
そ
の
中
核
を
な
す
資
料
群
で
あ
る

｢
昭
和
財
政
史
資
料｣
(

全
八
五
六
冊)

に
つ
い
て
、
当
時
の
文
書
管
理
体
制
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
基
本
的
性
格
を
解
明
し
、

そ
の
再
評
価
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
現
在
当
館
が
所
蔵
す
る
同
資
料
群

は
、『

明
治
財
政
史』

(

明
治
三
十
七
〜
三
十
八
年
刊
・
全
一
五
巻)

お
よ
び

『

明
治
大

正
財
政
史』

(

昭
和
十
一
〜
十
五
年
刊
・
全
二
〇
巻)

に
続
く
大
蔵
省
の
修
史
事
業
の

過
程
で
収
集
・
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
後
そ
の
成
果
と
し
て
公
に
さ
れ
た

『

昭

和
財
政
史』

(

昭
和
三
十
〜
四
十
年
刊
・
全
一
八
巻)

は
、
昭
和
戦
前
期
財
政
史
研
究

に
お
け
る
基
礎
的
文
献
と
し
て
認
知
さ
れ
、｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

も
一
九
八
〇
年
代

に
は
大
蔵
省
財
政
史
室

(

お
よ
び
公
刊
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料)

で
一
般
に
も
公
開

さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、｢

官
撰
財
政
史

(

１)｣

の
問
題
点
と
し
て
、
叙
述
の
バ
イ
ア
ス
に
加
え
、

収
録
さ
れ
た
二
次
的
資
料
の
背
景
と
な
っ
た
一
次
的
資
料
に
基
づ
く
検
証
の
必
要
性
が
、

早
く
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

や

『

明
治
大

正
財
政
史』

に
供
用
さ
れ
た

｢

諸
家
文
書｣

に
つ
い
て
、『

昭
和
財
政
史』

編
纂
に
携

わ
っ
た
人
々
の
口
伝
的
解
説
を
超
え
る
考
察
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

(

２)

。

こ
と
に
、｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

の
よ
う
な
修
史
資
料
は
、
公
文
書
の
管
理
保
存
体

制
か
ら
は
独
自
の
も
の
あ
る
い
は
文
書
が
本
来
有
し
て
い
た
行
政
実
務
の
過
程
か
ら
は

切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
限
定
的
に
理
解
さ
れ
、
資
料
群
と
し
て
の
内
的
構
造
や
大
蔵
省

の
文
書
管
理
体
制
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
検
証
は
、
必
ず
し
も
発
展
性
を
有
す
る

課
題
と
し
て
は
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

(

３)

。
余
人
の
知
り
得
な
い
貴
重
な
証

言
を
含
ん
だ
関
係
者
に
よ
る
解
説
の
重
要
性
は
、
決
し
て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
例
え
ば

｢

諸
家
文
書｣

に
付
さ
れ
た

｢

参
考
書｣

や

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

の

｢

別
存｣

と
い
う
記
録
分
類

(

シ
リ
ー
ズ)

が
、
大
蔵
省
の
文
書
管
理
史
の
中
で
い
か

な
る
性
格
や
関
連
性
を
有
し
て
い
た
の
か
、
と
い
っ
た
基
礎
的
な
事
項
す
ら
検
討
さ
れ

ず
、
い
わ
ば
拙
速
の
憾
み
を
逃
れ
え
な
い
点
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い

(

４)

。

当
館
の
所
蔵
に
移
っ
た

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ

イ
ブ
シ
ス
テ
ム
上
で
資
料
画
像
で
も
提
供
さ
れ
て
お
り
、
公
開
水
準
の
高
ま
り
と
と
も

に
再
び
注
目
が
あ
つ
ま
り
つ
つ
あ
る
資
料
群
で
あ
る
と
い
え
る
。
小
稿
に
お
い
て
は
そ

の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
従
来
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
大
蔵
省
の
財

政
史
編
纂
事
業
の
史
的
展
開
と
文
書
管
理
体
制
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
当

館
所
蔵
の
他
資
料
や
関
係
類
縁
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
と
の
比
較
・
検
討
を
通

し
て

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

の
資
料
群
と
し
て
の
性
格
を
立
体
的
に
再
評
価
し
て
い
き

た
い
。

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

―
戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
財
政
史
編
纂
―
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一
、
財
政
史
編
纂
事
業
の
開
始
―
文
書
管
理
体
制
の
模
索
―

そ
も
そ
も

｢
諸
家
文
書｣

や

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

に
付
さ
れ
た

｢

参
考
書｣

や

｢

別
存｣

と
い
っ
た
シ
リ
ー
ズ
が
、
大
蔵
省
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
て
い
っ

た
の
か
、
ま
ず
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

大
蔵
省
は
明
治
二
年

(
一
八
六
九)

七
月
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
文
書
管
理
こ
と
に
編

纂
・
保
存
事
務
は
同
年
十
一
月
に
置
か
れ
た
改
正
掛
が
所
掌
し
て
い
た
。
民
部
省
と
大

蔵
省
に
両
属
し
た
改
正
掛
は
、
い
わ
ゆ
る

｢

民
蔵
合
併｣

(

第
一
次
・
同
年
八
月)

の

実
を
、
文
書
管
理
の
面
か
ら
も
あ
げ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
訳
だ
が
、
文
書
の
編

纂
規
則
に
あ
た
る

｢

簿
書
編
輯
体
例｣

で
は
、
両
省
の
事
務
に
関
係
す
る
太
政
官
の
布

告
布
達
を

｢

分
類
叙
次｣

し
た

｢

民
部
大
蔵
本
集｣
、
地
方
官
へ
の
指
揮
で
例
規
と
な

る｢

民
部
大
蔵
別
集｣

の
ほ
か
、
各
司
限
り
で
処
分
し
た
文
書
を
対
象
と
し
た｢

本
集｣

｢

別
集｣

の
編
纂
が
定
め
ら
れ
て
い
た

(

５)

。

｢

本
集｣

｢

別
集｣

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
は
、
明
治
四
年
七
月
に
設
け
ら
れ
た
記
録
寮
に

お
い
て
は
、｢

本
集｣

が
一
般
に
公
布
し
た
法
規
を
主
題
別
に
分
類

(
類
集)

し
た
も

の
に
、｢

別
集｣

が
府
県
へ
の
指
揮
や
各
寮
司
の
回
議
原
書
を
出
所
・
所
管
事
務
別
に

分
類
し
た
も
の
へ
と
整
理
さ
れ
つ
つ
、
基
本
的
に
は
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(
６)

。
財

務
監
督
・
指
導
機
関
で
あ
り
な
が
ら
、
内
政
に
お
け
る
執
行
機
関
と
し
て
の
性
格
を
も

有
し
て
い
た
た
め
、
記
録
文
書
に
は
行
政
処
分
の
統
一
性
保
持
の
た
め
の
例
規
性
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
体
制
は
、
明
治
六
年
十
一
月
に
内
務
省
が
創
設

(

翌
年
一
月
に
省
務
が

開
始)

さ
れ
た
こ
と
と
、
近
代
的
な
予
算
制
度
の
模
索
に
よ
っ
て
変
化
を
遂
げ
て
い
っ

た
。
同
七
年
五
月
に
記
録
寮
の
組
織
改
正
が
行
な
わ
れ
、
そ
の

｢

編
纂
条
例｣

に
お
い

て
、
記
録
は
歳
入
出
の
部
門
に
よ
っ
て
類
集
す
る

｢

本
部｣

と
、｢

現
時
金
穀
出
納
上

ニ
関
渉
ナ
キ
諸
規
則｣

を
対
象
と
し
た

｢

外
部｣

に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た

(

７)

。
一
方
、
内
務
省
に
引
き
継
が
れ
る
べ
き
文
書
を
含
む
記
録
寮
改
正
以
前
の
記
録
が
、

｢

既
往
文
書｣

と
し
て
遡
及
的
に
再
整
理
さ
れ
る
な
ど

(

８)

、
財
務
監
督
・
指
導
機
関
と
し

て
の
記
録
体
系
の
構
築
が
強
く
志
向
さ
れ
て
い
っ
た
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
、
同
八
年
五
月
に
至
っ
て
、
従
来
の
文
書
の
整
理
・
保
存
が

｢

其
要
ト
不
要

ト
ハ
措
テ
問
ハ｣

な
か
っ
た
た
め
、
文
書
の

｢

存
廃
ノ
区
分｣

と
し
て

｢

正
輯｣

｢

略

輯｣

と
い
う
区
分
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(

９)

。｢

正
輯｣

は
永
年
保
存
の
対
象
と

な
る
会
計
収
支
の
例
規
と
す
る
重
要
文
書
で
、
歳
入
出
の
部
門
に
よ
っ
て
類
集
し
、

｢

略
輯｣

は
非
永
年
保
存
で
、
局
課
限
り
で
施
行
し
た
軽
微
な
文
書
を
対
象
と
し

｢

正

輯｣

と
は
別
の
編
輯
科
目
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
準
拠
す
べ
き
規
則
が
め
ま
ぐ
る
し
く

変
更
さ
れ
た
な
か
で
、
文
書
の
管
理
こ
と
に
整
理
・
保
存
が
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
実
行

性
を
有
し
て
い
た
の
か
は
容
易
に
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
例
規
と
し
て
随
時
参
照

す
べ
き
記
録
の
体
系
が
整
わ
な
い
以
上
、
記
録
寮
に
よ
る
集
中
管
理
は
有
名
無
実
化
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
年
一
月
、
寮
制
の
廃
止
に
よ
り
記
録
寮
は
記
録
局

(

第
Ⅰ
期)

へ
と
改
称
さ

れ
た

(�)
。
第
Ⅰ
期
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、｢

理
財
稽
蹟｣

(

正
稿
全
一
五
部
四
巻
・
副

稿
参
考
書
全
一
五
部
五
巻)

の
編
纂
で
あ
る
。
同
年
七
月
に
記
録
局
権
書
記
官
小
菅
揆

一
が
編
述
し
た
同
書
は
、
翌
十
一
年
二
月
に
松
方
正
義
大
蔵
大
輔

(

兼
パ
リ
万
国
博
覧

会
副
総
裁)

が
渡
仏
に
際
し
て
携
行
し
、
同
国
で
の
視
察
に
も
利
用
し
て
い
た

(�)

。
大
蔵

省
に
お
け
る
財
政
史
の
嚆
矢
と
い
え
る
同
書
は
、
貨
紙
幣
の
発
行
や
国
債
償
還
、
準
備

金
制
度
、
地
租
改
正
の
実
績
を
対
外
的
に
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
文
書
で
あ
っ
た
が
、

当
時
の
文
書
管
理
体
制
に
つ
い
て
も
大
い
に
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
史
料
で
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
松
方
の
名
を
も
っ
て
記
さ
れ
た
序
に
よ
れ
ば
、｢

省
中
ノ
文
籍｣

は

｢

積
累

浩
瀚
或
ハ
一
事
ニ
シ
テ
各
所
ニ
散
見
シ
或
ハ
数
事
ニ
シ
テ
一
所
ニ
叢
委
ス
是
ヲ
以
テ
記

録
備
ル
ト
雖
モ
簿
書
多
シ
ト
雖
モ
未
タ
能
ク
毎
事
ニ
繁
ヲ
削
リ
要
ヲ�
ヒ
其
綱
領
ヲ
綜

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

―
戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
財
政
史
編
纂
―

五
三
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統
ス
ル
者｣

が
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た

(�)

。
僅
々
半
年
た
ら
ず
の
期
間
で
、
そ
の
よ

う
な
状
態
に
あ
る
記
録
文
書
を
ど
こ
ま
で
参
照
・
引
用
で
き
た
か
は
疑
問
な
し
と
は
し

な
い
。
実
際
に
は

｢

省
中
ノ
公
文
記
録｣

と
と
も
に

｢

各
局
長
ノ
意
見｣

を
徴
拠
と
し

て
編
纂
を
進
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

(�)

。

こ
こ
で
省
内
で
の
意
思
決
定
を
め
ぐ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
状
況
に
つ
い
て
も
触
れ

て
置
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
明
治
九
年
二
月
、
太
政
官
は

｢

内
閣
文
書
簡
粛
ノ
一
端｣

と

し
て
、
文
書
取
扱
内
規
を
定
め
、
太
政
官
へ
の
稟
請
や
通
牒
に
際
し
書
記
官
ク
ラ
ス
が

介
在
す
る
余
地
を
大
き
く
広
げ
て
い
た

(�)
。
こ
れ
に
対
し
大
蔵�
大
隈
重
信
は
、｢

金
穀

ノ
政
ハ
額
ノ
多
寡
ニ
不
拘
総
テ
至
重
ノ
件
ニ
テ
万
々
書
記
官
権
内
ニ
於
テ
可
否
ヲ
可
決

筋
ニ
無
之
候
条
御
出
方
ニ
属
ス
ル
省
議
御
承
知
相
成
度
節
ハ
額
ノ
多
寡
ヲ
不
問
総
テ
従

前
ノ
通
拙
者
ヘ
宛
御
下
問
相
成
候
様
致
度

(�)｣
と
太
政
官

｢

閣
議｣

で
の
確
認
を
求
め
る

な
ど
、
省
内
意
思
決
定
に
お
け
る
属
僚
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
る
こ
と
に
慎
重
な
態
度
を

と
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
推
し
進
め
た

｢

大
隈
財
政｣
が
、
各
局
と
の
微
妙
な
緊
張
関

係
の
も
と
に
成
り
立
っ
た
財
政
指
導
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
文
書
管
理
体
制
に
も
影
響
を

与
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
一
年
二
月
、｢

編
纂
条
例｣

の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に

｢

一
時
応
用
ノ
文
書｣

に
適
用
す
る

｢

雑
輯｣

(

局
課
別
の
整
理)

と
い
う
区
分
が
追
加
さ
れ
、
効
率
的
な
文

書
の
編
纂
・
保
存
が
目
指
さ
れ
な
が
ら
、
各
局
課
の
主
任
官
が

｢

事
故
ア
リ
テ
例
規
ノ

送
付
期
限
ヲ
践
マ
サ
ル
者
及
臨
時
特
達
ノ
文
書
ニ
テ
已
ニ
纂
輯
シ
テ
送
付
ス
ル
者
其
他

都
テ
成
規
ノ
部
門
類
集
ヲ
要
セ
サ
ル
モ
ノ｣

が
例
外
的
に

｢

原
纂｣

(

シ
リ
ー
ズ)

と

し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(�)

。
こ
の
改
正
が

｢

理
財
稽
蹟｣

の
完
成
と
ほ
ぼ
軌
を

一
に
し
て
い
た
よ
う
に
、
財
政
史
編
纂
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
大
蔵
省
の
文
書
管

理
を
よ
り
実
態
に
合
っ
た
も
の
へ
と
変
化
す
る
の
を
促
し
た
側
面
は
大
き
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
蔵
省
に
お
け
る
最
初
の
財
政
史
は
、
記
録
文
書
の
集
中
管
理
や

一
定
度
以
上
の
蓄
積
の
上
に
成
立
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
記
録
の
分
散
管
理

を
前
提
と
し
、
記
録
文
書
の
体
系
性
の
低
さ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
実
践

的
な
財
政
史
の
編
纂
が
目
指
さ
れ
、｢

綱
領
ヲ
綜
統｣

す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
的
な

性
格
は
、
そ
の
後
の
財
政
史
に
も
通
ず
る
底
流
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る

(�)

。二
、｢

参
考
書｣

と

｢

別
存｣

｢

別
纂｣

―
文
書
管
理
体
制
の
運
用
―

大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
体
制
の
一
つ
の
到
達
点
と
し
て
、
内
閣
制
度
移
行
に
と

も
な
う
文
書
集
中
管
理
体
制
の
構
築
に
向
け
た
動
き
が
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

明
治
十
九
年
二
月
、
各
省
官
制
通
則
を
も
っ
て
内
閣
記
録
局
に
よ
る
文
書
集
中
管
理
を

支
え
る
記
録
担
当
局
課
の
設
置
が
各
省
に
義
務
付
け
ら
れ
、
大
蔵
省
に
お
い
て
は
大
蔵

省
官
制
の
第
五
十
八
条
以
下
に
お
い
て
記
録
局

(

第
Ⅱ
期)

の
所
掌
事
務
が
定
め
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
記
録
局

(

編
輯
課)

は

｢

省
中
一
切
ノ
諸
公
文
原
書
及
書
籍
ヲ
保
管

ス
ル｣

た
め
各
局
課
の
文
書
を
事
務
完
結
後
三
十
日
以
内
に
採
輯
、
各
局
別
に
区
分
・

編
輯
し
た
書
冊
の
目
録
を
内
閣
記
録
局
に
勘
合
す
る
こ
と
が
勅
令
を
も
っ
て
定
め
ら
れ

た
点
は
、
実
に
画
期
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う

(�)

。

こ
の
よ
う
な
理
念
を
文
書
処
理
の
段
階
か
ら
実
現
し
て
い
く
た
め
の
運
用
基
準
と
し

て

｢

大
蔵
省
公
文
書
取
扱
順
序｣

(

同
年
三
月
三
十
日
大
蔵
省
内
達)

や
編
輯
課
採
収

掛
の

｢

処
務
細
則｣

(

同
年
五
月
七
日
内
閣
へ
報
告)

も
定
め
ら
れ
、
一
連
の
改
革
の

い
わ
ば
集
大
成
と
し
て
、
文
書
の
編
纂
・
保
存
に
つ
い
て
は
同
年
六
月
に

｢

大
蔵
省
文

書
保
存
規
則｣

が
定
め
ら
れ
た
。

従
来
は
あ
ま
り
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
点
だ
が
、
こ
の
規
則
は
わ
ざ
わ
ざ
閣
議
決

定
の
手
続
を
踏
ん
で
制
定
さ
れ
た
規
則
で
あ
る
。
そ
の

｢

説
明｣

に
は
こ
れ
ま
で
の
大

蔵
省
の
文
書
管
理
に
お
け
る
問
題
点
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

―
戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
財
政
史
編
纂
―

五
四
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や
や
長
文
に
な
る
が
掲
げ
て
お
き
た
い
。

大
蔵
省
記
録
文
書
ハ
明
治
六
年
迄
編
纂
ノ
方
法
一
定
セ
ス
七
年
ニ
至
リ
始
メ
テ
其

軽
重
ヲ
取
捨
シ
テ
正
輯
略
輯
ト
為
シ
九
年
又
改
メ
テ
正
略
雑
ノ
三
輯
ト
為
ス
爾
後

簿
冊
ノ
装
釘
貯
蔵
ノ
順
序
等
次
第
ニ
整
理
ヲ
加
ヘ
タ
リ
然
ル
ニ
事
務
日
ニ
緻
蜜
ヲ

要
シ
簿
冊
年
ニ
浩
瀚
ヲ
加
フ
現
今
貯
蔵
ス
ル
所
無
慮
八
万
二
千
有
余
冊
ノ
多
キ
ニ

及
ヘ
リ

今
之
ヲ
査
閲
ス
ル
ニ
従
前
正
略
雑
ノ
名
ヲ
以
テ
略
々
軽
重
ヲ
区
分
ス
ト
雖
モ
編
入

ノ
事
目
ニ
至
リ
テ
ハ
規
律
ナ
ク
従
事
者
各
自
ノ
意
見
ニ
任
ス
ル
ヲ
以
テ
自
カ
ラ
其

軽
重
ヲ
混
淆
併
輯
セ
リ
既
ニ
不
用
ニ
属
ス
ル
者
殆
ン
ト
過
半
ニ
居
ル
カ
如
シ
ト
雖

モ
之
ヲ
取
テ
廃
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
数
万
ノ
簿
冊
ヲ
破
綴
シ
一
々
精
査
セ
サ
ル
ヲ
得
ス

是
レ
容
易
ノ
業
ナ
ラ
ン
ヤ
今
ニ
シ
テ
之
レ
カ
規
律
ヲ
立
テ
サ
レ
ハ
数
十
年
ノ
後
如

何
ト
モ
為
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
ラ
ン

因
テ
其
保
存
ス
ヘ
キ
ト
否
ト
ノ
書
類
ヲ
審
査
ス
ル
ニ
其
件
目
幾
千
百
ナ
ル
モ
其
事

目
ヲ
推
究
ス
レ
ハ
凡
ソ
四
百
五
六
十
種
ニ
過
キ
ス
乃
チ
之
レ
カ
軽
重
ヲ
分
テ
四
類

ト
為
シ
明
ラ
カ
ニ
取
捨
判
別
ノ
規
準
ヲ
示
ス

(�)

こ
れ
を
う
け
て
本
則
で
は
、
文
書
の
存
廃
区
分
が
第
一
〜
四
類
ま
で
の
詳
細
な
基
準

に
改
め
ら
れ(

第
一
条)

、
廃
棄
に
際
し
て
も
記
録
局
長
の｢

精
査｣

、
次
官
の｢
検
査｣

、

大
臣
の

｢

決
判｣

が
義
務
付
け
ら
れ
た
ほ
か

(

第
三
条)

、｢

取
捨
判
別
ノ
基
準｣
と
な

る

｢

分
類
事
目｣

(

具
体
的
な
文
書
例
を
列
記
し
た
も
の)

を
局
課
別
に
例
示
し
、
恣

意
的
な
分
類
を
排
除
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
た

(

第
二
条

(�))
。
さ
ら
に
文
書
の
検

出
を
容
易
に
す
る
た
め
の
基
本
台
帳
と
な
る

｢

索
引
表｣

の
作
成
も
予
定
さ
れ
、
借
覧

に
際
し
て
の
具
体
的
な
規
則
も
定
め
ら
れ
た
。
文
書
の
整
理
に
関
し
て
も
編
纂
規
則
が

附
属
規
程
と
し
て
設
け
ら
れ
、
局
課
別
に
編
纂
さ
れ
る
べ
き
主
題
別
の

｢

編
纂
科
目｣

が
列
挙
さ
れ
る
な
ど
、
原
局
課
の
執
務
上
の
利
便
性
を
追
及
し
た
シ
ス
テ
ム
と
体
系
的

な
記
録
群
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
強
い
意
図
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る

(�)

。

こ
の
よ
う
な
体
制
の
も
と
で
は
、
先
に
触
れ
た

｢

原
纂｣

の
よ
う
な
記
録
が
存
在
す

る
余
地
は
極
め
て
狭
め
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
当
時
の
大
蔵
省
本

省
の
記
録
文
書
は
、
関
東
大
震
災
で
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の

文
書
管
理
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
資
料
は
、
管
見
の
限
り
で
は
三
井
文
庫

お
よ
び
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書

館
が
所
蔵
す
る

｢｢

稿
本
井
上
馨

伝｣

編
纂
資
料｣

以
外
に
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。

｢

稿
本
井
上
馨
伝｣

編
纂
計
画

の
背
景
や
資
料
群
の
伝
来
経
緯
に

つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
が

(�)

、
明

治
四
十
一
年
六
月
〜
大
正
五
年
十

二
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
資
料

収
集
の
過
程
で
は
、
大
蔵
省
文
庫

が
管
理
し
て
い
た
明
治
初
期
の
公

文
書
類
の
写
本
が
作
成
さ
れ
、

｢

索
引
表｣

を
基
に
悉
皆
的
な
調

査
も
行
な
わ
れ
て
い
た
【
表
①
】
。

明
治
元
年
か
ら
四
年
ま
で
の

｢

改

正
索
引
表｣

は
、
改
正
掛
時
代
の

文
書
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
主

題
別

(

二
十
八
門)

に
分
類
さ
れ

た
索
引
か
ら
、
記
録
の
遡
及
的
な

整
理
が
漸
く
完
了
し
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
最
も
注
目
す
べ
き
は
、

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

―
戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
財
政
史
編
纂
―

五
五

【表①】 ｢索引表｣ の概要

簿 冊 名 対象組織 存廃区分 収録年代 備 考

三井文庫所蔵分

1 改正索引表 ― 第 1類 M 1～4 主題(門)別分類

2 大蔵省編纂文書索引表 主税局ほか 第 1､ 2 類 M 1～7 回議書の索引

3 大蔵省編纂文書索引表 国債寮 第 1､ 2 類 M 1～7 回議書の索引

4 大蔵省編纂文書索引表 総務局 第 1～3類 M 19～29 回議書の索引

5 伝票原書索引表 ― ― M 4～6

6 参考書索引表 総務局ほか 第 1～3類 M1～M19頃

7 別存文書索引 不 明

東京大学経済学部図書館所蔵分

8 出納寮簿冊索引表 出納寮 (局) 第 1､ 2 類 M 1～9 帳簿類の索引
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文
書
保
存
規
則
上
に
も
位
置
づ
け
の
あ
る
文
書
の
索
引
表

(

２
〜
５
、
８)

の
他
に
、

｢
参
考
書｣

｢

別
存｣

な
る
シ
リ
ー
ズ
の
索
引
が
作
成
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

｢

参
考
書｣

の
実
例
と
い
え
る
資
料
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
に
大
蔵
省
か
ら
移
管
さ

れ
た

｢

焼
残
文
書｣

中
の

｢

藩
制
録｣

(

全
一
五
冊)

で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
震
災
後

に
題
簽
や
号
冊
の
み
を
改
め
て
整
理
し
た
資
料
で
あ
り
、
当
初
は
統
計
寮
の｢

参
考
書｣

で
あ
る

｢

統
計
書
類｣
と
い
う
サ
ブ
・
シ
リ
ー
ズ
を
構
成
し
て
い
た
。
内
容
と
し
て
は

い
わ
ゆ
る
原
議

(

決
裁
文
書)
を
含
ま
な
い
も
の
の
、
柿
渋
を
施
し
た
和
装
四
ツ
目
綴

で
、
正
本
と
し
て
丁
重
な
扱
い
を
受
け
る
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

大
蔵
省
記
録
局
の
朱
色
七
行
罫
紙
に
墨
書
さ
れ
た
目
次
が
付
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
局

の
管
理
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
る
と
、｢

参
考
書｣

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
は
遅

く
と
も
同
局
が
廃
止
と
な
っ
た
明
治
二
十
三
年
六
月
以
前
に
は
実
態
と
し
て
存
在
し
て

い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

｢

参
考
書｣
で
あ
っ
た

｢

理
財
稽
蹟｣

お
よ
び
そ

の
参
考
書
類
が
、
明
治
二
十
五
年
五
月
四
日
に

｢

別
存｣
を
継
承
し
た
と
思
わ
れ
る

｢

別
纂｣

に
編
入
さ
れ
る
な
ど

(�)
、
両
シ
リ
ー
ズ
が
極
め
て
近
し
い
性
格
を
有
す
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

文
書
保
存
規
則
の
そ
の
後
の
改
正
内
容
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
お
け
る

両
者
の
性
格
や

｢

別
存｣

｢

別
纂｣

の
厳
密
な
違
い
は
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
が
、

現
存
す
る

｢

索
引
表｣

か
ら
推
定
す
る
限
り
で
は
、
各
局
限
り
の
協
議
・
決
定
文
書
や

考
課
状
と
い
っ
た
組
織
関
係
文
書
、
調
査
・
統
計
・
報
告
書
類
な
ど
省
議
決
定
の
経
緯

に
関
す
る
よ
り
原
課
の
執
務
に
近
い
文
書
が
こ
れ
ら
の
シ
リ
ー
ズ
に
含
ま
れ
て
い
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
記
録
局
が
総
務
局
文
書
課
に
整
理
・
縮
小
さ
れ
、
文
書
を
検
別
す

る
た
め
の

｢

編
纂
科
目｣

へ
の
分
類
が
必
ず
し
も
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
点
か
ら
考
え

て

(�)

、｢

参
考
書｣

｢

別
纂｣

の
有
用
性
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
推
察
に
難
く
は
あ
る
ま
い
。

む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
存
廃
区
分
を
明
記
し
た

｢

索
引
表｣

が
一

部
な
り
と
も
存
在
す
る
以
上
、
文
書
管
理
体
制
か
ら
外
れ
た
独
自
の
資
料
群
で
あ
る
と

は
い
え
な
い
が
、
文
書
の
集
中
管
理
と
い
う
理
念
が
、
事
務
の
専
門
的
分
化
・
セ
ク
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
の
な
か
で
ど
こ
ま
で
の
現
実
性
を
持
ち
え
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

｢

松
方
伯
財
政
事
歴｣

と
い
う
名
を
負
い
、
松
方
正
義
蔵
相
の
治
績
を
顕
彰
す
る
政

治
的
含
意
の
も
と
で
編
纂
さ
れ
た

『

明
治
財
政
史』

が
、
後
に
大
蔵
省
の

｢

根
本
的
記

録
文
書
を
渉
猟
参
酌
し
て
記
述
さ
れ

(�)｣

て
い
な
い
と
批
判
さ
れ
た
要
因
は
、
当
時
の
文

書
管
理
の
実
態
に
も
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
震
災
後
の
記
録
復
興
と
財
政
史
編
纂
―
文
書
管
理
体
制
の
展
開
―

大
正
十
二
年

(

一
九
二
三)

九
月
一
日
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
大
蔵
省
の
庁
舎
は

焼
失
し
、
明
治
初
年
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
記
録
の
ほ
と
ん
ど
が
烏
有
に
帰
し
た
。
記

録
の
全
面
的
な
喪
失
を
機
に
、
公
文
書
・
図
書
資
料
類
の
復
興
に
も
力
が
注
が
れ
、
地

方
の
税
務
監
督
局
・
税
務
署
な
ど
地
方
の
出
先
機
関
等
か
ら
事
務
の
継
続
上
必
要
な
通

達
類
や
統
計
書
類
も
収
集
さ
れ
た
。
さ
ら
に
被
災
後
ま
も
な
い
同
月
二
十
三
日
に
は
、

三
井
文
庫
が
作
成
し
て
い
た
写
本
を
再
謄
写
す
べ
く
調
査
が
実
施
さ
れ
る
な
ど

(�)

、
そ
の

注
意
は
明
治
初
年
の
記
録
に
も
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
明
治
中
期
以
後
の
記
録
文
書
の
欠
を
補
う
た
め
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
年
に

か
け
、
次
官
・
局
長
級
の

｢

手
元｣

保
管
文
書
を
中
核
と
し
た
文
書
が
収
集
さ
れ
た
。

現
在

｢

諸
家
文
書｣

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
必
ず
し
も
体
系
的

な
記
録
文
書
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
、
当
該
期
が

｢

大
蔵
省
を
背
負
ふ
て
立
つ

の
意
気｣

の
強
い
次
官
・
局
長
た
ち
を
頂
点
と
し
た

｢

属
僚
政
治｣

の
全
盛
期
で
あ
っ

た
点
か
ら
考
え
れ
ば

(�)
、
当
時
に
お
け
る
執
務
資
料
と
し
て
の
有
用
性
と
今
日
の
歴
史
資

料
と
し
て
の
価
値
は
、
決
し
て
低
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
頃
の
大
蔵
省
に
は
決

裁
規
程
の
よ
う
な
規
則
は
存
在
せ
ず
、
文
書
に
つ
い
て
の
大
臣
の
決
裁
の
要
否
は
次
官

が
判
断
し
て
い
た
と
い
う
証
言
も
あ
る

(�)
。

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

―
戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
財
政
史
編
纂
―

五
六
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����



大
正
十
五
年
二
月
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
各
省
に
大
臣
官
房
文
書
課
が
置
か
れ
、

大
蔵
省
に
お
い
て
は
、
文
書
課
の
専
管
事
務
と
し
て
昭
和
二
年
度
予
算
よ
り

｢

明
治
大

正
財
政
史
編
纂
諸
費｣

二
万
九
千
五
百
八
十
七
円
が
経
常
費
臨
時
部
に
計
上
さ
れ
、

『

明
治
財
政
史』
に
続
く

『

明
治
大
正
財
政
史』

の
編
纂
事
業
が
開
始
さ
れ
た
【
表

②
】
。
予
算
措
置
は
昭
和
十
四
年
度
ま
で
続
き
、
昭
和
十
五
年
度
か
ら
は

｢

昭
和
財
政

史
資
料｣

に
関
わ
る

｢
財
政
史
編
纂
諸
費｣

へ
そ
の
ま
ま
ス
ラ
イ
ド
し
て
い
る
。
時
局

悪
化
の
あ
お
り
を
受
け
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
と
は
い
え
、
財
政
史
編
纂
事
業
全
体
を
通

し
て
み
れ
ば
概
し
て
予
算
は
潤
沢
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
資
料
収
集
・
整
理
を
専

担
す
る
臨
時
職
員

(

属)

も
両
期
を
通
し
て
置
か
れ
る
な
ど
、『

明
治
大
正
財
政
史』

編
纂
と

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

の
収
集
・
整
理
は
そ
の
性
格
に
お
い
て
極
め
て
連
続
性

が
高
く
、
大
蔵
省
に
お
い
て
財
政
史
編
纂
事
業
が
恒
常
的
に
業
務
の
ラ
イ
ン
に
組
み
込

ま
れ
て
い
く
画
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る

(�)
。

大
正
十
五
年
四
月
に
営
繕
管
財
局
属
と
し
て
入
省
し
た
迫
水
久
常

(

の
ち
内
閣
書
記

官
長
、
戦
後
国
務
大
臣
等
を
歴
任)

は
、
予
算
の
都
合
で
文
書
課
に
配
属
さ
れ
、｢

各

局
か
ら
で
て
く
る
大
臣
の
決
裁
書
類
の
下
見
を
し
た
り
、
課
長
か
ら
質
問
さ
れ
る
と
な

ん
で
も
お
答
え
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く｣

｢

見
習｣

の
傍
ら
、『

明
治
大
正
財
政
史』

の
原
稿
を
執
筆
す
る
な
ど
し
て
い
た
と
い
う

(�)

。
迫
水
は
ま
も
な
く
財
務
官
室
勤
務
と
し

て
渡
米
を
命
じ
ら
れ
文
書
課
を
離
れ
た
が
、
そ
の
後
に
は
野
田
卯
一(

昭
和
二
年
入
省
・

戦
後
大
蔵
次
官
、
経
済
企
画
庁
長
官)

や
福
田
赳
夫

(

同
二
年
入
省
・
の
ち
蔵
相
・
首

相)

、
河
野
一
之

(

同
五
年
入
省
・
の
ち
大
蔵
事
務
次
官)

な
ど
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ

た
錚
々
た
る
面
々
が
編
纂
事
業
に
携
わ
っ
た
。
迫
水
の
証
言
に
信
を
置
く
な
ら
ば
、
大

蔵
省
に
お
い
て
は
実
際
の
予
算
措
置
に
先
立
っ
て
編
纂
事
業
が
動
き
始
め
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
当
時
の
蔵
相
は
預
金
部
改
革
や
緊
縮
財
政
で
名
高
い
浜
口
雄
幸
で
あ
り
、
そ

の
腹
心
で
あ
る
青
木
得
三

(

文
書
課
長)

が
人
事
を
裁
量
し
て
い
た
。
全
面
的
な
記
録

の
喪
失
と
い
う
状
況
の
も
と
、
新
人
を
文
書
処
理
の
中
枢
に
配
置
し
つ
つ
、
過
去
の
資

料
に
触
れ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
、
原
局
課
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
染
ま
ら
な
い
、

総
合
性
の
高
い
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
彼
ら
の
組
織
観
が
う
か
が
え
よ
う
。
次
世

代
を
見
据
え
た
財
政
史
編
纂
は
、
文
書
管
理
体
制
を
組
織
的
要
請
に
基
づ
い
て
実
践
的

に
展
開
し
て
い
く
手
段
と
し
て
、
積
極
的
な
意
味
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
文
書
管
理
史
上
の
位
置
付
け
を
受
け
る

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

は
、
資
料
群
と
し
て
ど
の
よ
う
な
構
造
と
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
か
、
こ
の
点
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
解
説
と
し
て
の
責
め
を
果
た
し
た
い
。

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

の
収
集
・
整
理
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
恐
ら
く
昭
和
八

年
頃
、
省
内
に
次
官
を
会
長
と
し
た
明
治
大
正
財
政
史
編
纂
委
員
会
が
発
足
し
、
公
刊

に
向
け
て

『

明
治
大
正
財
政
史』

原
稿
の
審
査
が
開
始
さ
れ
た
同
年
八
月
以
後
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
各
局
課
で
不
要
と
な
っ
た
文
書
を
収
集
し
、
一
定

の
時
期
を
区
切
っ
て
主
題
別
・
年
代
別
に
分
類
・
合
綴
す
る
方
法
が
と
ら
れ
、
大
蔵
省

が
再
度
火
災
に
遭
い
、
各
局
課
の
公
文
書
類
が
焼
失
し
た
同
十
五
年

(

一
九
四
〇
年)

六
月
ま
で
に
は
第
１
〜
８
号
ま
で
の
整
理
が
終
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
簿
冊
の
体
裁
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
各
簿
冊
と
も
に
題
簽
に
は

｢

第
一
類

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

―
戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
財
政
史
編
纂
―

五
七

【表②】財政史編纂に関する予算

明治大正財政史編纂諸費

昭和２年度 29,587
昭和３年度 29,587
昭和４年度 25,738
昭和５年度 25,738
昭和６年度 21,958
昭和７年度 21,958
昭和８年度 21,102
昭和９年度 21,102
昭和10年度 21,102
昭和11年度 21,102
昭和12年度 26,477
昭和13年度 26,477
昭和14年度 25,351

財政史編纂諸費

昭和15年度 13,824
昭和16年度 13,666
昭和17年度 廃 止

(単位/円)

(※1) 予算には判任俸給､ 庁費､ 内
国旅費､ 雑給及雑費等が含ま
れる｡

(※2) 各年度の決算報告書より作成
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別
存｣

と
記
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
装
丁
は
第
１
〜
３
号
ま
で
が
基
本
的
に
は

｢

諸
家

文
書｣
と
同
じ
柿
渋
を
施
し
た
茶
表
紙
の
和
綴
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
後
は
板
目

紙
の
仮
装
で
大
き
さ
も
不
統
一
と
い
う
違
い
が
見
受
け
ら
れ
る
。
各
号
の
整
理
期
間
に

つ
い
て
は
、
昭
和
八
年
度
か
ら
予
算
措
置
が
続
い
た
昭
和
十
六
年
度
ま
で
の
間
、
一
年

度
に
１
号
の
ペ
ー
ス
で
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
体
裁
の
違

い
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
整
理
と
集
綴
の
時
期
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
第
３
号
ま
で

の
集
綴
が
予
算
や
材
料
に
余
裕
の
あ
る
時
期
に
行
な
わ
れ
、
第
４
号
以
降
は
経
費
が
削

減
さ
れ
た
十
五
年
度
以
後
、
半
ば
残
務
整
理
的
に
集
綴
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ

う
か
。

｢

参
考
書｣

と
さ
れ
た

｢

諸
家
文
書｣
に
対
し
、｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

が

｢

別
存｣

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
同
年
九
月

に
大
蔵
省
達
と
し
て
定
め
ら
れ
た
文
書
取
扱
規
程
で
は

(�)
、
①
処
理
済
回
議
書

(

決
裁
文

書)

、
②
帳
簿
の
ほ
か
、
③

｢

事
務
参
考
ノ
為
各
部
局
課
ニ
於
テ
調
査
又
ハ
集
綴
シ
タ

ル
文
書｣

の
文
書
課
へ
の
送
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た

(
第
三
十
二
条)

。
法
令
起

案
文
書
・
参
考
資
料
、
統
計
調
査
資
料
、
議
会
参
考
書
な
ど
、
各
局
課
が
作
成
・
取
得

し
仮
整
理
を
施
し
た
③
は
、｢

用
済
ノ
ト
キ
又
ハ
編
纂
ノ
必
要
ノ
為
大
臣
官
房
文
書
課

ニ
於
テ
請
求
シ
タ
ル
ト
キ
ヨ
リ
一
ヶ
年
以
内｣

に
送
付
さ
れ
た

(

同
三
十
三
条)

。
文

書
課
は
部
局
課
別
に
①
を

｢

回
議
書｣

、
②
を

｢

帳
簿｣

と

｢

報
告
計
表
類｣
に
、
③

を

｢

参
考
書｣

｢

別
纂｣

の
五
つ
の
シ
リ
ー
ズ
に
編
纂
し
、｢

参
考
書｣

で
も

｢

特
殊
ノ

編
纂
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ｣

が

｢

別
纂｣

と
さ
れ
る
な
ど

(

同
三
十
六
条)

、
明
治
十
九
年

の
文
書
保
存
規
則
の
運
用
上
の
体
系
が
、
大
枠
で
は
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

元
来
、
記
録
文
書
の
喪
失
に
よ
る
執
務
上
の
支
障
を
補
う
た
め
に
収
集
さ
れ
た

｢

諸

家
文
書｣

に
対
し
、
回
議
原
書
の
存
在
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
修
史
事
業
に
供
用
さ
れ

た
文
書
で
あ
る

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

は
、
文
書
課
の
管
理
下
で
編
纂
し
た

｢

別
纂｣

と
し
て
、
特
に

｢

別
存｣

と
い
う
名
称
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(�)
。
そ
の
意

味
で
も
、｢

諸
家
文
書｣

や

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

に
与
え
ら
れ
た
シ
リ
ー
ズ
は
単
に

便
宜
的
な
も
の
で
は
な
く
、
文
書
管
理
体
制
上
に
行
政
文
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

記
録
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

に
集
綴
さ
れ
た
文
書
が
廃
棄
文
書

・
・

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
各
局
課
で
当
面
不
要
と
さ
れ
た
文
書
で
あ
り
、
永
久
保
存

・
・

(

第
一
類)

の
対
象
で
す
ら
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
【
表
③
】
は
各
号
の
構
成
と
収
録
年

代
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
各
号
の
整
理
対
象
と
な
っ
た
資
料
の
作
成
年
代
に
注

目
す
る
と
、
事
業
が
開
始
さ
れ
た
昭
和
八
年
頃
に
整
理
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
第
１
〜
２
号

が
、
震
災
後
か
ら
昭
和
六
、
七
年
頃
ま
で
の
資
料
を
対
象
と
し
、
そ
の
後
も
基
本
的
に

は
一
年
刻
み
の
ス
パ
ン
で
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
文
書
取
扱
規
程
で
は
、

永
久
保
存
で
は
な
い
文
書

(

第
二
類)

の
保
存
年
限
は
十
五
年
で
あ
る
た
め

(

第
四
十

一
条)

、
資
料
の
収
集
は

｢

廃
棄｣

(

第
四
十
三
、
四
十
四
条)

で
は
な
く
、
文
書
課
へ

の

｢

送
付｣

(

第
三
十
三
条)

と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
に
考
え
る
と
、｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

の
中
に
、
法
令
起
案
に
関
す
る
文
書
や
参

考
資
料
を
中
心
と
し
て
、
次
官
・
局
長
級
の

｢

手
元｣

保
管
文
書
、
あ
る
い
は

｢

秘｣

｢

極
秘｣

の
指
定
の
あ
る
も
の
で
す
ら
数
多
く
収
集
・
整
理
さ
れ
て
い
る
理
由
も
判
然

と
な
ろ
う
。

再
び
【
表
③
】
に
目
を
向
け
る
と
、
各
部
局
の
基
幹
事
務
と
な
る
系
統
の
簿
冊
は
、

事
業
開
始
時
か
ら
中
止
時
ま
で
ほ
ぼ
継
続
的
に
整
理
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
質
・
量
に
お
い

て
は
各
号
で
開
き
が
生
じ
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
資
料
の
出
所
は
大

体
に
お
い
て
は
、
分
類
と
な
る
主
題
の
事
務
を
主
管
し
た
局
課
と
一
致
す
る
が
、
利
用

に
際
し
て
は
や
は
り
一
点
ご
と
に
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
各
簿
冊
に
綴
ら
れ
た
文
書
の

送
付
は
、
当
該
文
書
が

｢

用
済
ノ
ト
キ｣

に
行
な
わ
れ
、
文
書
課
の
送
付
請
求
に
対
し

原
局
課
に
留
め
置
く
こ
と
が
で
き
る
留
保
条
項
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
個
々
の

文
書
の
送
付
時
期
は
、
当
該
事
務
が
完
結
し
、
文
書
の
現
用
性
が
無
く
な
っ
た
と
判
断

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

―
戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
財
政
史
編
纂
―

五
八
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｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

―
戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
財
政
史
編
纂
―

五
九

【表③】 ｢昭和財政史資料｣ の構成と収録年代

事務系統 分 類
第１号 第２号 第３号 第４号 第５号 第６号 第７号 第８号

各分類
総 数 収録年代送付年度 S 8 S 9 S 10 S 11 S 12 S 13 S 14 S 15

整理対象 S 7 頃 S 6 頃 S 10 頃 S 10 頃 S 11 頃 S 12 頃 S 12 頃 S 13 頃

本省・官房系

官 制 1 1 S 7 頃
議 会 1 1 1 4 1 1 1 10 S 12 頃
財 政 1 2 2 1 2 9 17 S 13 頃
演 説 2 1 2 2 1 1 1 10 S 13 頃

主計局系
歳 計 20 7 12 11 35 13 4 4 106 S 12 頃

行政 [整理] 8 1 1 1 2 2 15 S 11 頃
軍事雑 1 1 S 9 頃

主税局系
租 税 5 32 1 33 10 2 6 90 S 13 頃
関 税 17 6 1 126 4 1 3 18 176 S 13 頃
貿 易 1 1 2 11 5 2 1 4 27 S 13 頃

主税・理財
局系

地方財政 4 2 1 2 4 1 1 15 S 11 頃
経 済 2 1 2 5 4 1 1 16 S 13 頃
支 那 6 1 1 2 1 11 S 12 頃
満 州 6 1 3 2 12 S 12 頃

理財局系

国庫制度 1 1 1 3 S 6 頃
国 庫 1 1 S 8 頃
国 債 1 1 2 1 7 1 1 1 15 S 11 頃

外交 [賠償] 3 1 2 5 1 12 S 11 頃
貨 幣 2 1 2 1 6 S 11 頃
産業組合 1 1 1 3 S 11 頃

銀行局系
銀 行 14 1 2 2 4 1 1 1 26 S 11 頃
金 融 12 3 2 13 3 2 2 37 S 13 頃
保 険 1 4 15 4 1 1 26 S 11 頃

為替管理部系 外国為替 1 1 1 1 4 S 12 頃
預金部系 預金部 4 2 2 11 2 2 23 S 13 頃

営繕管財局系
国有財産 4 4 4 3 2 1 1 19 S 11 頃
営 繕 2 1 1 2 1 1 8 S 11 頃

専売局系 専 売 2 1 1 3 1 2 1 11 S 11 頃
財務官系 雑件 [財務官] 1 1 S 10 頃
税関系 雑書類 [税関] 3 3 S 9 頃

特定の政策課
題に関わる
もの

御大礼 2 11 1 14 S 4 頃
震 災 9 7 1 8 2 27 S 6 頃

特別都市計画 1 1 T 15 頃
官庁用品統一 3 1 1 5 S 6 頃
金解禁 3 1 1 1 6 S 6 頃

軍事 [軍縮] 4 1 5 S 6 頃
産業合理化 1 3 4 S 8 頃
宗教 [制度] 1 1 2 S 10 頃

殖民 [北海道拓殖] 1 1 2 1 5 S 11 頃
東北振興 1 2 5 1 9 S 11 頃

その他 (他省
との共管等に
係るもの)

社 会 3 1 3 5 1 1 14 S 11 頃
産 業 1 1 2 S 11 頃
農林漁業 3 1 2 4 9 3 22 S 11 頃
鉱工業 1 2 3 14 4 5 1 30 S 12 頃
会 社 2 1 1 1 4 1 1 11 S 11 頃
交 通 3 1 3 1 3 5 1 17 S 11 頃

各号総数 146 89 76 227 187 71 28 55

(単位/冊)
(※1) 各号および分類の計数は１冊に２つ以上の分類が含まれている場合があるため､ 重複して計上しているものがある｡
(※2) 収録資料の内容を判断し､ 分類に適宜補記を行なった場合は [ ] で括ってある｡
(※3) ｢送付年度｣ とは各号に収録された資料が文書課に送付されたと推定する年度である｡
(※4) ｢整理対象｣ とは各号の整理対象となった資料の絶対年代を示すため､ 資料に作成時期の記載があるもののうち､

最も後代のものを掲出した｡
(※5) 各分類に含まれる資料の最終的な作成時期は ｢収録年代｣ として掲出してある｡
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さ
れ
た
時
期
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
、
歴
史
資
料
と
し
て
解
釈
・
利
用
す
る
上
で
も
一

つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
各
部
局
の
所
管
事
務
に
沿
っ
た
分
類
に
加
え
、
特
定
の
政
策
課
題
を
取
り

纏
め
、
一
定
の
期
間
で
完
結
す
る
分
類
が
設
け
ら
れ
て
い
た
点
も
注
目
で
き
よ
う
。
金

解
禁
や
軍
事

(
主
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
関
係)

な
ど
、
昭
和
初
期
の
財
政

史
上
の
重
要
政
策
課
題
が
立
項
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
と
も
い
え
る
が
、
軍
縮
関
係
資

料
の
送
付
が
、
日
本
が
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
に
参
加
せ
ず
、
い
わ
ゆ
る

｢

海
軍
休
日｣

が
終
わ
り
を
告
げ
た
昭
和
十
二
、
三
年
頃
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
興

味
深
い
点
で
あ
る
。
加
え
て
御
大
礼
や
震
災
復
興
事
業
、
あ
る
い
は

｢

殖
民｣

に
分
類

さ
れ
た
第
二
次
北
海
道
拓
殖
計
画
や
東
北
振
興
事
業

(

昭
和
九
年
十
二
月
に
東
北
振
興

調
査
会
設
置
、
の
ち
内
閣
東
北
局
へ)

な
ど
、
当
時
の
大
蔵
省
が
あ
る
程
度
重
要
な
政

策
課
題
と
認
識
し
て
い
な
が
ら
、
必
ず
し
も

『

昭
和
財
政
史』

の
巻
を
な
す
に
至
ら
な

か
っ
た
資
料
に
つ
い
て
も
、
今
後
研
究
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

昭
和
二
十
二
年

(

一
九
四
七)

六
月
、
大
蔵
省
は
昭
和
初
期
か
ら
終
戦
ま
で
の
財
政

史
編
纂
を
再
開
し
た
。『

明
治
大
正
財
政
史』

編
纂
を
計
画
し
た
青
木
得
三
が
、
大
内

兵
衛(

も
と
大
蔵
官
僚
、
東
大
教
授)

と
と
も
に
そ
の
顧
問
と
し
て
招
請
さ
れ
た
の
は
、

も
ち
ろ
ん
偶
然
で
は
な
い
。
戦
争
の
勃
発
と
そ
の
敗
因
を
調
査
す
る
た
め
、
同
二
十
年

十
一
月
に
発
足
し
た
大
東
亜
戦
争
調
査
会
事
務
局
長
官
と
な
っ
た
青
木
は
、
パ
ー
ジ
に

よ
っ
て
在
野
の
身
と
な
っ
て
も
、
調
査
へ
の
政
府
補
助
を
求
め
、
野
田
卯
一

(

大
蔵
省

主
計
局
長)

や
河
野
一
之(

同
局
次
長)

ら
文
書
課
時
代
の
部
下
を
説
き
伏
せ
る
な
ど
、

精
力
的
に
活
動
し
て
い
た

(�)

。

そ
の
よ
う
な
青
木
ら
の
意
図
が
、
公
刊
さ
れ
た『

昭
和
財
政
史』

に
全
く
及
ば
な
か
っ

た
と
は
い
え
ま
い
が
、
こ
れ
ま
で

『

昭
和
財
政
史』

の
手
法
や
記
述
上
の
バ
イ
ア
ス
が

強
調
さ
れ

(�)

、｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

の
資
料
群
と
し
て
の
性
格
や
研
究
に
対
す
る
可
能

性
に
つ
い
て
充
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
小
稿
に
お
い
て
は
大
蔵

省
の
文
書
管
理
体
制
と
の
関
わ
り
に
注
目
す
る
こ
と
で
、｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

第
一
に
、｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

の
よ
う
な
修
史
事
業
に
供
用
さ
れ
た
文
書
が
、
各

局
課
か
ら
の
廃
棄
文
書
の
単
な
る
集
合
物
で
は
な
く
、｢

参
考
書｣

や

｢

別
纂｣

(｢

別

存｣)

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
文
書
管
理
体
制
の
中
に
一
定
の
位
置
づ
け
を
有
す

る
行
政
文
書
で
あ
っ
た
点
を
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
各
局
課
が
非
現
用
と
判

断
し
、
文
書
課
へ

｢

送
付｣

し
た
文
書
は
、
回
議
書
の
よ
う
な
意
思
決
定
の
記
録
と
本

来
一
体
を
な
す
文
書
で
あ
り
、
意
思
決
定
の
経
緯
を
再
構
成
す
る
た
め
の
貴
重
な
歴
史

資
料
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
明
確
な
決
裁
・
専
決
規
程
が
存
在
せ
ず

(�)

、
原

局
課
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
意
思
決
定
が
行
わ
れ
て
い
た
大
蔵
省
に
お
い
て
、
こ

の
よ
う
な
資
料
群
が
有
す
る
価
値
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
、
戦
後
に
公
刊
さ
れ
た

『

昭
和
財
政
史』

が
必
ず
し
も
注
目
し
な
か
っ
た
、

同
時
代
的
な
政
策
課
題
の
存
在
を
、
資
料
群
の
内
的
構
造
の
検
討
を
通
し
て
指
摘
で
き

た
点
で
あ
る
。｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

が
収
集
・
整
理
さ
れ
た
時
期
と
、
実
際
に
財
政

史
の
編
集
が
行
わ
れ
た
時
期
に
は
敗
戦
と
い
う
断
絶
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ

の
点
は
な
お
検
討
を
要
す
る
点
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
政
策
形
成
・
決
定
過
程
や
行
政
事
務
の
実
態
に
迫
る
こ
と

の
難
し
さ
は
、
大
蔵
省
本
省
の
原
議
文
書
の
喪
失
と
い
う
資
料
の
残
存
状
況
に
大
き
く

起
因
し
て
い
る
。
文
書
管
理
の
体
制
や
意
思
決
定
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ

と
で
、｢
昭
和
財
政
史
資
料｣

か
ら
多
く
の
情
報
が
引
き
出
さ
れ
、｢

公
文
類
聚｣

や

｢

公
文
雑
纂｣
な
ど
閣
議
決
定
文
書
を
は
じ
め
と
す
る
当
館
所
蔵
の
歴
史
資
料
と
の
相

互
比
較
を
通
し
、
よ
り
精
緻
で
立
体
的
な
歴
史
像
の
理
解
・
構
築
に
寄
与
で
き
れ
ば
幸

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

―
戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
財
政
史
編
纂
―

六
〇

�������������������������������������
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い
で
あ
る
。

註

(

１)

原
朗

｢
財
政
・
金
融｣

(

中
村
隆
英
・
伊
藤
隆

『

近
代
日
本
研
究
入
門』

一
九
七
七
年
、
東

京
大
学
出
版
会)
二
五
三
〜
二
五
七
頁
。

(

２)

後
藤
新
一

｢

大
蔵
省｣

(『

日
本
古
文
書
学
講
座』

第
九
巻
近
代
編
Ⅰ
、
一
九
七
九
年
、
雄

山
社)

、
大
森
と
く
子

｢

大
蔵
省
資
料
と
財
政
史
編
集
―
行
政
文
書
の
収
集
・
整
理
・
保
管
の

軌
跡
―｣

(『

び
ぶ
ろ
す』

第
三
四
巻
第
二
号
、
一
九
八
三
年)

お
よ
び
同
氏
に
対
す
る
聞
き

取
り
調
査

(

伊
藤
隆

『

日
本
近
代
史
料
情
報
機
関
設
立
の
総
括
的
か
つ
細
目
に
関
す
る
研
究』

二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
二
年
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書)

が
、｢

諸
家
文

書｣

や

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

の
成
立
や
伝
来
経
緯
に
つ
い
て
最
も
簡
潔
に
証
言
し
て
お
り
、

本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
も
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

(

３)

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
資
料
群
の
内
的
構
造
の
分
析
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
公
文
書

を
分
析
・
評
価
す
る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
近
代
史
料
学

(

そ
の
理
論
・
方
法
に
つ
い
て
は
中

野
目
徹『

近
代
史
料
学
の
射
程
―
明
治
太
政
官
文
書
研
究
序
説
―』

(
二
〇
〇
〇
年
、
弘
文
堂)

を
参
照)

に
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
意
思
決
定
過
程
が
集
約
さ
れ
た
原
議
を
基
本
的

に
含
ま
な
い

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

に
援
用
す
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
資
料
群
の
内
的

構
造
を
規
定
し
た
組
織
の
文
書
管
理
制
度
や
、
そ
の
時
系
列
的
な
展
開
を
強
く
意
識
し
て
お

き
た
い
。
な
お
、
文
書
管
理
制
度
と
近
代
史
料
学
を
連
結
す
る
試
み
と
し
て
、
中
野
目
徹
・

熊
本
史
雄
編『

近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集
―
中
央
行
政
機
関
編
―』

(

二
〇
〇
九
年
、

岩
田
書
院
、
以
下

『

史
料
集』

と
略
記)

が
あ
げ
ら
れ
、
内
政
・
経
済
関
係
官
庁
の
史
料
調

査
や
掲
載
史
料
の
選
別
を
他
な
ら
ぬ
筆
者
が
担
当
し
た
。
同
書
収
録
の
解
説
も
併
せ
て
参
照

さ
れ
た
い
。

(

４)

た
と
え
ば
後
藤
氏
は

｢

当
年
の
文
書
管
理
体
制
か
ら
各
部
局
に
対
す
る
公
文
書
の
引
渡
し

要
求
は
現
実
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が

(

後
藤
前
掲
論
文
一
五
六
・

一
五
八
頁)

、
そ
の
根
拠
は
必
ず
し
も
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。

(

５)
｢

簿
書
編
輯
体
例｣

明
治
三
年
五
月
十
八
日
民
部
省
・
大
蔵
省
達(『

史
料
集』

六
七
〇
頁)

。

(

６)
｢

簿
書
ヲ
編
纂
ス
ル
規
例｣

明
治
四
年
八
月
十
九
日
大
蔵
省
制
定

(

同
右
、
六
七
九
頁)

。

(

７)
｢

記
録
寮
編
纂
課
編
纂
条
例｣

明
治
七
年
六
月
四
日
大
蔵
省
制
定

(

同
右
、
六
八
五
頁)

。

(

８)
｢

既
往
文
書
編
纂
規
程｣

明
治
七
年
七
月
二
日
大
蔵
省
制
定

(

同
右
、
六
八
六
頁)

。

(

９)

大
蔵
省
記
録
局
編

『

類
纂
大
蔵
省
沿
革
略
志』

(

一
八
九
九
年
、
大
蔵
省
記
録
局)

六
四
七

頁
。

(

10)

こ
の
後
、
同
局
は
明
治
二
十
三
年
六
月
の
行
政
整
理
で
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
大
蔵
省

の
文
書
管
理
を
所
掌
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
内
閣
制
度
へ
の
移
行
を
契
機
に
そ
の
性
格
に
も

変
化
が
生
じ
る
た
め
、
本
稿
で
は
前
者
を
第
Ⅰ
期
、
後
者
を
第
Ⅱ
期
と
呼
称
し
た
い
。

(

11)

室
山
義
正

『

松
方
正
義』

(

二
〇
〇
五
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房)

一
一
九
〜
一
二
〇
頁
。

(

12)
｢

理
財
稽
蹟｣

序

(

国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
内
閣
文
庫
一
八
七
―
〇
一
四
三)

。

(

13)

同
右
、
凡
例
。

(

14)
｢

公
文
類
別
取
扱
手
続
ノ
内
規
各
庁
ヘ
照
会
伺｣

明
治
九
年
二
月
二
十
日
太
政
大
臣
決
裁

(『

史
料
集』

一
二
三
頁)

。

(

15)
｢

文
書
取
扱
内
規
ノ
儀
ニ
付
上
申｣

明
治
十
年
三
月
二
十
九
日
太
政
官

｢

閣
議｣

決
定

(『

史
料
集』

六
八
八
頁)

。

(

16)
｢

編
纂
条
例
並
部
門
分
纂
編
入
則｣

明
治
十
一
年
二
月
十
六
日
大
蔵
省
制
定

(『

史
料
集』

六
九
三
頁)

。
も
ち
ろ
ん
執
務
上
の
要
請
か
ら
原
課
に
留
置
さ
れ
た

｢

原
纂｣

文
書
も
、
い
ず

れ
は
記
録
局
に
送
付
さ
れ
、
正
・
略
・
雑
輯
の
い
ず
れ
か
の
保
存
区
分
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(

17)
第
Ⅰ
期
に
お
い
て
は
、
他
に
も
沿
革
誌
取
調
掛

(

明
治
十
年
設
置)

が

｢

大
蔵
省
沿
革
志｣

を
編
纂

(
同
十
二
年
十
二
月
完
成)

、
旧
幕
府
理
財
会
要
取
調
掛

(

同
十
一
年
設
置)

が
旧
幕

府
か
ら
引
き
継
い
だ
財
政
関
係
法
令
集
を

｢

理
財
会
要
取
調
原
書｣

と
し
て
編
纂
す
る
な
ど
、

記
録
文
書
を
も
と
に
し
た
修
史
事
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
行
政
処
分
の
結
果
で
あ
る
公
文

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

―
戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
財
政
史
編
纂
―

六
一
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書
を
例
規
の
い
わ
ば
原
典
と
し
て
整
理
し
て
い
く
発
想
は
、
そ
の
後
の
第
Ⅱ
期
を
通
し
て
も

大
蔵
省
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
定
着
せ
ず
、
結
果
と
実
績
の
集
合
体
と
い
え
る
財
政
史
の
陰

影
と
し
て
の
組
織
史

(

省
史)

へ
と
フ
ェ
ー
ド
・
ア
ウ
ト
し
て
い
っ
た
。

(

18)
｢

大
蔵
省
官
制｣

明
治
十
九
年
三
月
一
日
勅
令
第
二
号

(『

史
料
集』

七
一
三
頁)

。
こ
の

種
の
や
や
個
別
・
具
体
的
な
定
め
が
勅
令
に
盛
り
込
ま
れ
る
の
は
極
め
て
珍
し
く
、
同
時
に

制
定
さ
れ
た
各
省
の
官
制
で
文
書
保
存
に
つ
い
て
触
れ
た
の
は
、
大
蔵
省
だ
け
で
あ
っ
た
。

(

19)
｢

大
蔵
省
文
書
保
存
規
則
ヲ
稟
定
ス｣

(『

史
料
集』

七
一
七
頁)

。

(

20)
｢

大
蔵
省
文
書
保
存
規
則｣
明
治
十
九
年
六
月
二
十
五
日
閣
議
決
定

(

同
右)

。
例
え
ば
主

計
局
を
例
と
す
る
と
、｢

法
律
規
則
ノ
制
定
更
正
国
帑
ノ
増
減
非
常
又
ハ
特
殊
ノ
処
分
其
他
事

創
設
ニ
関
シ
後
年
ノ
例
規
徴
証
ニ
備
フ
ヘ
キ
文
献｣

で
あ
り
、
永
年
保
存
を
要
す
る
第
一
類

に
は

｢

予
算
決
算
出
納
等
ノ
諸
条
規
簿
記
計
算
ノ
方
法
順
序
諸
給
与
規
則
書｣

な
ど
が
該
当

し
、｢

例
規
徴
証
ト
為
ス
ニ
足
ラ
サ
ル
モ
処
分
数
年
ニ
渉
リ
或
ハ
事
務
調
査
往
復
ノ
間
参
照
ニ

供
ス
ル
者｣

で
二
十
年
保
存
さ
れ
る
第
二
類
に
は

｢

法
律
執
行
上
ニ
付
伺
指
令
又
ハ
照
会｣

な
ど
が
該
当
し
て
い
た
。
ま
た

｢

歳
入
出
決
算
ニ
至
ル
ノ
間
事
務
ノ
参
照
ニ
止
ル｣

五
年
保

存
の
第
三
類
に
は

｢

局
中
経
費
予
算
調
及
経
費
増
減
流
用
書
類｣

な
ど
が
該
当
し
、
三
ヶ
月

程
度
廃
棄
と
な
る

｢

一
時
ノ
処
弁
ヲ
了
シ
従
テ
不
用
ニ
帰
ス
ル｣

第
四
類
に
は

｢

一
時
限
上

申
届
照
会
往
復
及
帳
簿｣

な
ど
が
あ
た
っ
て
い
た
。
具
体
的
な
文
書
例
を
列
挙
す
る
こ
と
で
、

保
存
・
廃
棄
年
限
の
厳
密
な
運
用
が
目
指
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

(

21)

編
纂
規
則
に
主
題
別
の

｢

編
纂
科
目｣

を
確
認
で
き
る
の
は
、
明
治
二
十
年
六
月
印
刷
の

｢

記
録
局
諸
規
則｣

(

国
立
公
文
書
館
所
蔵
／
類
二
八
八)

で
あ
る
が
、
明
治
十
九
年
制
定
時

の

｢

索
引
表｣

雛
型
に
も
編
纂

｢

科
目｣

欄
は
存
在
し
て
い
る
。
科
目
は
例
え
ば
記
録
局
で

あ
れ
ば

｢

文
書
採
収
編
纂
、
書
籍
、
紙
幣
、
公
債
証
書
及
証
券
、
局
費
、
雑
件｣

か
ら
な
り
、

伝
票
原
書
に
つ
い
て
は
別
に
科
目
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。

(

22)

拙
稿

｢｢

稿
本
井
上
馨
伝｣

編
纂
事
業
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
―
伝
記
資
料
の
史
料
学
的

検
討
か
ら
―｣

(
『

近
代
史
料
研
究』

第
七
号
、
二
〇
〇
七
年)

。

(

23)
｢

参
考
書
索
引
表｣

(

財
団
法
人
三
井
文
庫
所
蔵
、
Ｗ
２
―
４)

。
他
に
は

｢

旧
幕
府
理
財

会
要
書
類
索
引
表｣

や

｢

大
日
本
通
商
史
書
類
索
引
表｣

が
そ
れ
ぞ
れ
記
録
局
、
主
税
局
の

｢

別
纂｣

と
さ
れ
て
い
た
点
か
ら
い
え
ば
、
当
時
の

｢

別
纂｣

は
、｢

参
考
書｣

中
で
も
計
画

的
な
編
纂
事
業
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
記
録
を
対
象
と
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る(｢

大
蔵
省
文
庫
所
蔵
記
録
謄
写
目
録｣

大
正
十
二
年
九
月
二
十
三
日
調
査(

同
、
Ｗ
１
―

89))

。

(

24)

現
存
す
る
写
本
に
拠
っ
た
サ
ン
プ
ル
調
査
で
は
あ
る
が
、
東
大
経
済
学
部
図
書
館
が
所
蔵

す
る

｢

出
納
寮
簿
冊
索
引
表｣

に
は
、
実
際
に
科
目
を
記
入
で
き
て
い
る

文
書
と
そ
う
で
は
な
い
文
書
が
併
存
し
て
い
る
。

(

25)

沢
田
章

『

明
治
財
政
の
基
礎
的
研
究』

(

一
九
三
四
年
、
宝
文
館)

序
言
四
頁
。
沢
田
は

｢

稿
本
井
上
馨
伝｣

の
編
纂
主
任
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
り
、
あ
な
が
ち
根
拠
の
な
い
批
判
で

は
あ
る
ま
い
。

(

26)

前
掲
註(

23)
｢

大
蔵
省
文
庫
所
蔵
記
録
謄
写
目
録｣

大
正
十
二
年
九
月
二
十
三
日
調
査

(

財
団
法
人
三
井
文
庫
所
蔵
、
Ｗ
１
―
89)

。

(

27)

鵜
崎
鷺
城

『

朝
野
の
五
大
閥』

(

一
九
一
二
年
、
東
亜
堂
書
房)

一
三
八
頁
。

(

28)
『

青
木
得
三
氏
談
話
速
記
録』

第
二
回

(

一
九
六
九
年
、
内
政
史
研
究
会)

六
九
〜
七
一

頁
。

(

29)

昭
和
三
年
九
月
、
外
務
省
で
は
外
交
文
書
の
編
纂
・
公
開
を
目
的
に
外
交
史
料
編
纂
掛
が

置
か
れ
な
が
ら
、
わ
ず
か
一
年
半
足
ら
ず
で
活
動
が
途
絶
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
大
蔵
省
が
財
政
史
編
纂
に
注
い
だ
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
。

(
30)

大
蔵
省
大
臣
官
房
調
査
企
画
課

『

聞
書
戦
時
財
政
金
融
史
―
昭
和
財
政
史
史
談
会
記
録
―』

(
一
九
七
八
年
、
大
蔵
財
務
協
会)

三
九
四
頁
。

(

31)
｢

大
蔵
省
文
書
取
扱
規
程｣

昭
和
八
年
九
月
二
十
五
日
大
蔵
省
達
官
房
秘
令
第
一
五
五
号

(『

史
料
集』
七
三
〇
頁)

。
こ
の
大
蔵
省
達
は
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
大
蔵
省
訓
令
第
一
号

｢

大
蔵
省
文
書
管
理
規
程｣

に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
ま
で
運
用
さ
れ
て
い
た
。

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

―
戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
財
政
史
編
纂
―
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(
32)

当
館
所
蔵
の

｢

焼
残
文
書｣

中
の

｢

税
務
署
引
継
資
料｣

が

｢

別
纂｣

に
区
分
さ
れ
て
い

る
点
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
規
程
に
お
け
る

｢

別
纂｣

は
必
ず
し
も
文
書
課
の
基
準
で
編
纂

さ
れ
な
か
っ
た
文
書
を
想
定
し
て
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

(

33)

青
木
得
三

『
お
も
い
で
―
青
木
得
三
自
叙
伝
―』

(

一
九
六
六
年
、
大
蔵
財
務
協
会)

一
四

七
頁
。

(

34)
『

昭
和
財
政
史』
に
つ
い
て
は

｢

マ
ル
ク
ス
主
義
的
手
法｣

で
書
か
れ
た
た
め
、
省
内
で

も
強
い
不
満
を
買
っ
て
い
た
と
い
う

(

秦
郁
彦

『

官
僚
の
研
究』

一
九
八
三
年
、
講
談
社
、

二
六
三
頁)

。
火
災
や
終
戦
時
の
混
乱
に
よ
っ
て

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

に
も
多
少
の
欠
本
が

生
じ
た
ほ
か
、
原
局
課
に
留
置
さ
れ
て
い
た
文
書
類
も
多
く
が
失
わ
れ
て
い
た
。
資
料
の
決

定
的
な
不
足
を
補
う
べ
く
行
な
わ
れ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ

(

大
蔵
省
Ｏ
Ｂ
を
招
い
た

｢

史
談
会｣)

の
記
録
は
、
一
部
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
タ
イ
プ
原
稿
類
や
編
集
関
係
資
料
が
平

成
十
五
年
度
に
財
務
省
か
ら
移
管
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
後
の
価
値
観
に
影
響
を
う
け
た
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
実
も
、『
昭
和
財
政
史』

の
記
述
を
考
え

る
上
で
や
は
り
顧
み
ら
れ
る
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

(

35)

大
蔵
省
に
お
い
て
は
決
裁
・
専
決
規
程
が
長
く
存
在
せ
ず
、
昭
和
期
に
お
い
て
も
大
臣
の

決
裁
を
要
す
る
文
書
の
判
断
は
、
慣
例
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た

(｢

大
蔵
大
臣
ノ
決
裁
ヲ
受

ク
ル
文
書
ノ
調｣

昭
和
十
年
三
月

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

第
六
号
第
四
二
冊

(
国
立
公
文
書

館
所
蔵
／
平
一
五
財
務
七
七
九)

。

(

公
文
書
専
門
員)

｢

昭
和
財
政
史
資
料｣

―
戦
前
期
大
蔵
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
財
政
史
編
纂
―
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